
MOSQUITOES 

species2 in n1y neighborhood ; but 
only 011e of them is a se1·ious 

torment, —a tiny · needly thing, all - silver-s1)eckled and 
silver-streaked . The puncture of it is sharp as an 
electric burn ; and the 1nere bun1 of it has a lancinat­
ing quality of tone which foretells the q uality of the 
pain about to co111e, —much in the san1e way that a 
particular smell suggests a particular taste . I fi11d 
that this mosquito much resembles the creature which 
Dr. IIo,�·ard calls Stegomyia fasciata,3 or Culex fas­
ciatus : ·t and that its habits are the san1e as those of 
the Steg·omyia. For example, it is diurnal rather 
than 11octurnal, and becon1es 1nost troubleson1e dur­
:ing the afternoon. And I have discovered that it 
co1nes from the Buddhist cemetery, ―a very old ceme-­

tery, —in the rear of my garde11.  
、�� -_....._.,,-._,......._. へへ·

誌 1 . vVith a view to = with the vie\v of の 目 的 で、 の為に 。
2. species 種。



蚊

電氣の火傷の や う に猛烈だ。 そ し て 共奴の プー ン と いふ

聾に す ら 、 来 る べ き 痛み の性質 を 豫言ず る 、刺ずや う な音

色が あ る 一 丁度或 る 特殊な臭が或 る 特殊な 味 を 恩はせ

る と 同 じ で。 此の 蚊は 、 ホ ワ ア ド 博士が ス テ ゴ マ イ ア 、

フ ア ス シ ア タ 或は キ ユ レ ツ ク ス 、 フ ア ス シ ア タ ス と 呼

ん で居 る 奴に似て居 る ど を 自 分は 見 る 。 ま た そ の 習性が

ス テ ゴ マ イ ア の 習性 と 同 ーで あ る ど を も 認め て居 る 。 例

を學げれば 、 夜間の も ので は 無 く て 寧ろ 豊間 の も の で あ

る 、 そ し て 午後中 が 一番に 煩は しい。 そ し て 自 分は こ の

蚊は 自 分の庭の 後 ろ の お寺の 墓地 ― 非常 に 古 い墓地

—か ら やつ て 来 る と を 疲見 した。

3 ·  4· 蚊の或種に到す る 學名 。
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Dr. IIoward's1 book declares that, in order t o  
rid a neighborhood of mosq uitoes, i t  i s  only necessary 
to pour a little petroleum, or kerosene oil, 2 into the 
stagnant water where they breed . Once a week the 
oil should be used , ' ' at the rate of one ounce for 
every fifteen square feet of water-surface, and a pro­
po rtionate quantity for any less surface."…… . . .  But 
please to consider the cond itions in my neighbor-
hood ! 

I have said that n1y tormentors come fro111 the 
Buddhist cemetery. Before nearly every tomb in that 
old cemetery there is  a water-receptacle, or cistern, 
called mizuta me. In the rnajority· of cases this mizu. 
tame is si1nply an oblong cavity chiseled in the · broad 
pedestal supporting the monument ; but before tombs 
of a costly l{ind ,  having no pedestal-tank, a la rger 
separate tank is placed, cnt out of a single blocl( of 
stone, and decorated with a f an1i]y crest, or with 
symbolic3 carvings. In front of a tomb of the ht1mbl­
est class, h·aving no 1nizutame, water is p1aced in 
cups or .other vessels, —for the dead 111ust have water.  
Flowers also 1nust be ofl'ered to them ;4 and before 
every ton1b yott "'till find a pair of bamboo cups, or 
other flower-vessels ; and these, of course, con tain 

庭 1 .  Leland Ossian I-Ioward ( 1 857ー現存。 米 國 り昆虫 咽 者 に
て 1894 .;, り 、 合衆國農務省昆虫局長た り 。 ‘、 Mosquitoes ',

⑲ 01)� " The Insect Book " ( 1 902) の著あ り 。
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ホ ワ ア ド 博士の 書物が 明言す る 虞に櫨 る と 、 或 ろ 地方

の蚊を 除 く に は 、 蚊の 出来 る 停滞 し て居 る 水の 中へ少量

の 石 油 又 は ケ ロ シ ン油 を 注 ぎ さ へすれ ば 好 い さ う だ。

油 は 一週間 に 一度 『水面 十五呪平方毎に ー オ ン ス 、 そ れ

よ り も 表面が狭ければ そ れ に 應 じ た椛 、 と い ふ割合で』 使

は な ければな ら ぬ さ う だ。 だ が旦上の近虞の朕態 を ま あ

一つ考へて貰びた い。

自 分の 呵責者は お寺の 墓地か ら や つ て 来 る と 言つた。

そ の古 い墓地に あ る 殆ん ど ど の墓の前に も 水 を 容れ る も

の 、 即 ち 、 水溜 、 日 本語で ミ ヅ タ メ と い ふ 物が あ る 。 大

多敷の場合に於て 、 此の ミ ヅ タ メ は そ の 石碑 を 支へ て居

る 幅の 廣い豪石 に 彫 り 込んで あ る楕圃形の 窪み に 過 ぎぬ。

然 し 金の か し つた墓石で 、 そ し て 此の豪石の 水溜の無い

のが あ る が 、 そ れは別 に 大 き な水槽が前 に罹い て あ って 、

それは 一枚石 を 彫つた も の で� 一家の紋所や 或は 表象

的な彫物で 装飾が施 し て あ る の で あ る 。 極下等な 階級の

墓石で 、 ミ ヅ タ メ の無い のへは 、 茶碗や他の容れ物に 水 を

入れて置 い て あ る 。 ーー死人 は 水 を貰 は な ければ な ら ぬ

か ら で あ る 。 死人へ は そ の上 に ま た 花 を 供へ な けれ ば

2. l(erosene oil l! petrolenn1 を精製 l t: 、 燈火用 の も の 。
3・ 蓮 こ か卍字 こ か な り 。
4. to the1n の them (! the dead な り 。
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\vater. There is a ,vell in the cen1e tery to supply 
wR.ter for the g-raves. vV henevcr the tombs are visit­
ed by relatives a11d frjends of the dead , fresh water is 
1Jo nr-ed into the tanl{s a.11d cups. Bnt as an old ce1ne­
tery of this kind contains- thousands of 1nizutame, and 
te1 1s  of thousands of flower-vessels, the water in all 
of these cannot be renewed e·vcry day. It becomes 
stagna1Tt and populous� 1'he deeper tanks seldo111 get 

dry ; —tbe rainfall at �f olry c5 being· heavy eno11gh to 
keep then1 partly filled dur.i ng nine months out of the 
twelve. 

\Yell ,  it is in these tanks and :flo v.ver-vessels that 
1nine enemies are born : they rise by 1nillions fro1n the 
,vater of the dead ; —and ,  according to Buddhist doc · 
trine, some of the1n n1ay be reincarnations of those 
very dead, conrle1nned by the error of for1ner lives to 
the condi tion of ]iki-ketsu-galri, or blood-drinking 
pretas . . . . . . .  Any ho,v the n1alevo] ence of the Culex 
fasciatus �ヽould justify the suspicion that so1ne wicl{­
ed human soul had been con1pressed into that wail­
ing speck of a body . • . . . . . • .  

Now, to return to the subject of kerosene-oil , you 
can extern1inate the mosquitoes of any locality by 
covering ·with a filn1 of kerosene all stagnant water 
surfaces therein .  The larvae die on rising to  breathe ; 
and the adult fen1ales perish when they approach the 
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な ら ぬので あ る 。 だ か ら 、 ど の墓の前に も 竹筒か或は他の

花立かが 一封あ る 。 固 よ り の こ と そ れは水が入つ て居 る 。

墓地 に は 墓への水 を 供給す る 井戸が あ る 。 死人の親類や

友人が墓参 り す る 時は いつ も 水溜や 水入れの茶碗へ 新 ら
しい水を 注 ぐ 。 と こ ろ が 此ん な や う な 古い墓地 に は幾千

と い ふ ミ ヽジ タ メ が あ り 、 幾十 千の花立が あ る と だか ら 、 そ

れ等皆ん な の水が 毎 日新 ら し く さ れ る 認に行かぬo 停滞
す る 、 そ して住む奴の数が 多 く な る 。 底の深い ミ ヅ タ メ

は滅多 に乾かぬ。 一東京の雨羅 は 多 い か ら 一年十ニ ケ
月 の う ち 九 ヶ 月 は 水 を 絶や さ せす に 置 く に足 る 。

扱 て 、 自 分の 敵が 生れ る の は 此水溜 と 花立 と の 中 で あ

る 。 彼等は 死者の水か ら して 幾百萬 と 現はれ出 る の で あ

る 。 一そ して 、 佛敦の敦に従ふ と いふ と 畜 彼等の 或物
は ＂ 前生の罪 に 因 つ て ジ キ ケ ツ ガ キ 即 ち食血餓鬼の身に

生れ る運命を得て � そ の死人 そ の も の の化身か も 知れぬ。
… … …兎 に 角 キ ユ レ ツ ク ス 、 フ ア ス シ ア タ ス の悪意は 、 或

る よ こ し ま な 人間 の精神が黙縮 さ れて 、 あ の ウ ン 、 、 泣

き 叫ぶー黙の身腔 （か ら だ） に な ったのぢ や な か ら う か と

の疑念 を 左 う だ と 思は せ る に 足 る も の が あ る 。… … …

そ こ で 畜 ケ ロ シ ン油 の題 目 へ立還 る と � ど ん な地方の蚊

で も 、 そ こ に あ る 一切の停滞 した水の表面 を ケ ロ シ ン の

薄皮で蔽 う て絶滅 し得 る ので あ る 。 幼虫は 呼吸 （ い き ） を
しに上 る と 死 ぬ る 。 成虫の 雌は そ の 玉子の集圏 （かた
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water to launch their rafts of eggs. And I read , in 
Dr. flolla11d's1 boolr, that the actual cost of freeing 
frotn mosquitoes one An1erican town of fifty thou­
sand i11babitants, does not exceed three hundred dol-
lars ! . • . . • . • • •  

I wonder what would be said if the city-govern­
ment of T6l{y6—which is aggressively scientific an.d 
progressive-,vere suddenly to con1mand that all 
water-surfa ces 111 the Buddhist cemeteries �bould be 
co·vered, at regular intervals, with a filtn of l{erosene 
oil ! lio w could the rel_igion which prohibits the 
taking of any life—even of invisible life—yield to 
sttch a mandate ? Would filial piety even drean1 of 
co11scnting to obey suふ an order ? And then to 
think of tbe cost, in labor and tin1e, of putt ing l{ero­
sene oil, every seven days, into the millions of n1iz11-
tame, and the tens of n1illions of ban1boo flower-cups, 
in the 'fokyo grave-yards ! . . . . . . . • .. Impossible ! To 
free the city from mosquitoes it would be necessary 
to den1olish the ancient grave-yards ; —and that would 
signify the ruin of the Buddhist ten1ples attached to 
therr1 ; —and that would mean the disparition2 of so 
many charming gardens, with their lotus-ponds and 
Sanscrit-lettered monuments and bumpy bridges an d 

へ～へ

l .  Willia1n Jacob Holland ( I 紅8ー現存） 亜米 利 加 の 博物躾
者。 1898 ょ vJ Carnegie Museum 長1� り 。 u 1,he Butterfly 
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ま り ） を 下 ろ し に 水に近づ く と 死ぬ る 。 ホ ラ ン ド 博士の

書物で讀ん だが 、 人 口 五萬の 或 る 亜米利加 の 町か ら 蚊 を

全 く と つて し ま う 質際の費用 は 三百弗 を 超 え な い ！ の だ

さ う な 。… • • •…  

若 し か東京の市顧が一ー こ れは 進取的 に 學問的で 叉進
歩的だが一ー そ れが突然命令 を 疲 して 、 お寺の墓地 J_) 一切

の水の表面 を 、 一定の 時間 を 置 い て 、 ケ ロ シ ン 油の 薄

皮で蔽へ と 言つた な ら 、 泄間の 人 は 何ん と いふであ ら う

か と 自 分は怪む 。 如何な る 生物で も そ の生命 （ い の ち ） を

奪 （ と ） る と 一一眼 に 見 え ぬ 生物の 生命で も 、 そ れ を 奪
（ と ） る と を禁す る 宗敦が 、 ど う して そ ん な 布逹に 服従 し

得 る で あ ら う か。 孝の念が そ ん な 命令に 同意す る と を 夢
想だ も す る で あ ら う か。 そ れ に ま た 、 東京の菓場に あ る 書

幾百萬の ミ ヅ タ メ と 幾十 百萬の 竹の 花立 と へ � 七 日 目 、
七 日 目 に 、 ケ ロ シ ン油 を 注 ぎ こ む 、 労働 と 時間 と の費 を

考へて見給へ ！ … … …不可能な ど で あ る ！ 此都市か ら 蚊 を

取去 る に は 古昔か ら の 墓場 を 破毀 し な き や な ら ぬ ど に な

る で あ ら う 。 ーー と い ふ事は 墓場に 附随 して居 る お寺 を

穂て破滅す る と い ふ ど に な る で あ ら う 。 一ーそ して 、 ま た

そ れは 、 連池が あ つた り 、 梵字の記念塔が あ つ た り 、 反 り

橋が あ つた り 、 神聖な 木立が あ つた り 、 奇 し き 微笑 を 顔に

浮べて 居 る 佛像が あ った り す る 、 あ ん な に 多 く の美 しい
庭園 の 消 減 と いふ ど に な る であ ら う ！ だ か ら キ ュ レ ツ

-� 

Books " ( I  898), ' ' The Moth Book ,,. ( I 卯3) 其他の著書 あ り 。
2. disparition —disappearance. 
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holy groves and weirdly-smiling Buddhas '! So the 
extern1ination of the Culex fasciatus ,vould involve 
the destruction of the poetry of the ancestral cult, — 
surely too great a price to pay ! ……… 

Besides, I should like, when my time comes, to be 
laid away in some Buddhist grave-yard of the an­
cient kind , —so that my ghostly compa11_y should be 
ancient, caring nothing for the fashions and the 
changes and the disintegrat-ions of Me:ij i .  That old 
cemetery 1 behind 1ny garden would be a, suitable 
place. f�verything there is beautiful with a beauty 
of exceeding and startling queerne ミs ; each tree and 
stone has been shaped by some old , old ideal which 
no longer exists in any iiving brain ; even the shadows 
are not of this time and snn, but of a world for­
gotten, that never kne\iv steam or electricity or 
magnetis1n or―kerosene oil ! Also in the boorr1 of 
the big bell there is a q uaintness of tone which 
wa1{ens feelings, so stra11gely far-a way fro1n all the 
nineteenth-century part of me, that the faint bli11d 
stirrings of them2 make me afraid , —deliciously afraid. 
Never do I heat .. that bi1lowing peal but3 1 beco1ne 
aware of a · striving and a fluttering in the abyssal 
part of my ghost, ―a sensation as of men1ories strug-

�.,r--...,,-,_,,...,_� 

1 . 先 生の非餃を執行せ L市 ケ 谷瘤寺の最を思ひつ い 書 かれ
し し の。
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ク ス 、 フ ア ス シ ア タ ス の根絶は 祖先崇拝の詩美の破壊 を

来す ど に な る で あ ら う 一一 こ れは確に 餘 り に高債 な 費用 ！

で あ る 。… ……

そ れ に ま た 、 自 分は 、 自 分が あ の冊へ行 く 時節が来れば

ー 自 分の 地下の 友逹が � 明治の 流行だ の 畜 愛化だの �

崩解だ の を 少 し も 意 に 介 しな い 、 古 い 人逹で あ る や う に
—何虞か 昔風な お寺の墓場へ埋 め て 貰 ひ た い も の と 思

つ て 居 る 。 自分の庭の後ろ の 、 あ の古 い墓地が 適嘗 な 場

虞か と 恩ふ。 あ そ こ に あ る も の は 、 驚 く 許 り 風愛 り な 美
く し さ を 有つて居て � 賓に美 しい。 あ そ こ の木や石は 何

れ も み な 、 今生 き て 居 る 頭脱 に は 最早 存在 し て居な い 或

る 古 い 古 い理想が造 り 上げた も ので あ る 。 蔭す ら も 畜 此
他の 、 此 太陽の も の で は 無 く て 、 人 に は 忘れ ら れて居 る

泄界の一一蒸汽や電氣や磁氣や 、 そ れか ら ケ ロ シ ン 油や
ら を 知 ら な かつた拙界の 一ー も の で あ る 。 それか ら ま た

大 き な 釣鐘の ボ ー ン と い ふ昔に は 、 自分の身個 （ か ら だ）

の十九泄紀的部分 と は 不恩議な程遠 く 離れて 居 る 感情で�
そ の感情 を 微か に 漠と 胤 さ れて も 自 分は恐怖 を 一一 言ふ
に言へぬ 氣持の 好い 恐l前 を 一一 覺 え る や う な 感情を 覺

（ さ ま ） して臭れ る 一種奇妙な 昔色が あ る の で あ る 。 自 分

は あ の 波の 唸の や う な 釣鐘の昔 を 耳 に し て 畜 自 分の 心露

の奈落の 底の虞での奮闘 と 飛躍 と に 一一 幾百萬度の生死

の晦蒙 を 越 え て 彼岸の 光明 に達 しや う と 努力 す る 記憶の
--、ク、

2. then1 = 上 の feelings.

3. but I become = without beco1ning. 
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g1ing to reach the light beyond the ohscurations of a 

111 illion rnillion. deaths and births. I hope to remain 

witbi11 hearing of that bell . . . . . • • . . .  And, considering 

the possibility of being doomed to the state of a Jiki­

ketsu-gaki, I want to h ave my chance of being re born 

in some bamboo flower-cup, or mizutame, whence I 

migh t issue softly, singing my thin and pungent song, 

to bite some people that I kno w. 
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如 き 感 じ に 一 氣が付かぬ ど は 一度 も 無い。 自分は そ の

釣鐘の 音の き こ え る 虞 に い つ ま で も 居 た い も の で あ る 。

… … … そ れか ら 、 或は 自 分は ジ キ ケ ツ ガ キ の身に生れか

は る 業 を 有つ て る か と 考 へ る と い ふ と 、 自分の蚊細 い辛

辣な 歌 を 歌ひ なが ら 、 自 分の 知つて る 人 を 11薗み に そ つ と

出れ る や う に 、 竹の花立か ミ ヅ タ メ の 中 へ 生れかは る 幸

運 を 有 ち たい も ので あ る 。




